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赤しその出荷が本格化 
遠賀地域特産の初夏の風物詩！ 

 

６月９日、岡垣町のＪＡ北九糠塚集出荷場において、赤しそ部会（部会

員７名、栽培面積２．６ｈａ）の出荷目合わせ会が開催されました。赤しそ

は昔から遠賀地域で作られており、ほ場が色鮮やかな赤で染まる様子は、

初夏の風物詩となっています。 

今作については、一部ほ場で害虫の発生、強風による葉の破れ等が

ありましたが、定植以降、定期的に降雨があったこと、害虫の早期防除

ができたことから、生育は比較的良好でした。５月２９日から出荷が始ま

り、今後６月中旬に出荷のピークを迎えます。 

普及指導センターからは、今後の気温上昇に伴い、害虫の発生が急

増する可能性があるため、早期発見・早期防除を徹底すること、また、出

荷時期が限定される品目なので、晴天が続くようなら灌水を行う等の乾

燥による生育遅延対策について説明を行いました。 

今後も、普及指導センターは関係機関と連携して、赤しその高品質・安

定生産に向けた栽培技術の向上を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 Tel：093-601-8855 

             Fax：093-601-8869 

園芸畜産課 野菜係  
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4704707.html 

出荷目合わせ会の様子 ほ場の様子 
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